
q 概要
パソコンのシリアルポートに接続する毎秒１１

５２０回のデータ入出力ができる８入力８出力の

デジタルI/Oインターフェース。ＲＳ２３２Ｃを装

備したほとんどのパソコン・ＯＳ・言語から利用

できます。GID-DIO自身は外部電源無しで動作可

能です。

ワンチップＣＰＵ（ＰＩＣ１６Ｆ８４）を２個

使用し連携して動作することで高性能を実現して

います。この製品はキットで提供され低価格で供

給します。ソフトウェアはＣ＋＋クラスライブラ

リ、DLLライブラリとして無償提供されホームペ

ージ上で維持されます。

l 特徴
wデジタル入力８ch、外部トリガ入力

wデジタル出力８ch、シリアル出力、ストローブ

出力

w１１５２０データ/秒または１２０データ/秒の

入出力

w１１５ｋbpsまたは１２００bpsによる通信

wパソコンからの電源で動作

w外部電源(+6V～+15V)入力による+5V出力

w PCトリガ、外部トリガ、入力状態トリガから選

択する７種の動作モード

l 応用例
wメカトロニクス関連機器の入力と制御

w DCモータ、ステッピングモータ、LED、リレ

ー、ソレノイド、各種スイッチなどの駆動と検

出

w各種デジタルICの動作試験・実験

w 8chデジタルデータロガー

w 8chプログラマブル・パルスジェネレータ

w社内研修、アマチュアの自作

w試作装置、実用装置の組み込み部品

∫MAD　MathematICalAssistDesign  Laboratory　<Oota Lab.>              No.  1/ 9  

www.MADLABO.com      Tel/Fax 0276-37-7948                                      　Date  01/01/17  

 　　                                                            

数理設計研究所

ＧＩＤ -ＤＩＯ仕様書
ファームウェアバージョン　2001-1-17

ハードウェアバージョン　02

RxD

TxD

RTS

CTS

GND

Ｓ８１３５０

DTR
DCD

PIC16F84-10

A0(Rx)

A2(STRB_P)

̃MCLR

OSC1/CLKIN

Vss

OSC2/CLKOUT

Vdd

B1(Out1)

B0(Out0)

B7(Out7)

B4(Out4)

B3(Out3)

B2(Out2)

B6(Out6)

B5(Out5)

A4(DTR)

Vdd

Ａ０（Ｔｘ）

Vss

B7(In7)

A2(TrigIn)

B5(In5)

B4(In4)

B6(In6)

B2(In2)

B1(In1)

B3(In3)

Bo(In0)

OSC1/CLKIN

OSC2/CLKOUT

A3(Rset)

̃MCLR

A1(STRB_T)

A1(STRB_T)

A3(RTS)

SD ×３

ＶＴ－２００
９．８３０４ＭＨｚ

０.１ｕ３３ｕ

２

３

４

５

１５

１６

１７

１８

９

１６

１８

１７

１５

１４

１３

１２

１１

１０

２

８

７

６

５

４

３

１

７

６

８

９

１０

１１

１２

１３

１

１４

Ａ４

Vin

GND
RTSOut

TxDOut

DTROut

TrigIn

STRB_P

Vout

In0

In1

In3

In4

In5

In6

In7

In2

Out0

Out1

Out2

Out3

Out4

Out5

Out6

Out7

０.１ｕ

０.１ｕ

SD

＋5Ｖ

１４

７

land

land

land

１３ １２

１１ １０

１ ２

８ ９

５

３ ４

６



q 動作モード

l データ転送速度
回線データの速度は１２００ＢＰＳと１１５ｋ

ＢＰＳを選べますが、初期設定または再設定の時

には１２００ＢＰＳで設定動作させます。いずれ

も8ビット、１ストップ、パリティ無しです。

l ＰＣから出力端子を設定する
どのような設定になっていてもパソコンからデ

ータを送れば出力端子が設定されます。

l 入力端子の状態をＰＣへ送る

w サンプルモード

{バースト 連続サンプル

{ Inputシングル １データのサンプル

{ PCシングル １データのサンプル

w トリガ要因

{ＰＣトリガ パソコンからの

データ出力

{外部トリガ ＴｒｉｇＩｎ端子

{入力トリガ Ｉｎ０～７端子

☆バーストモードは動作モードを変更す

ると停止します。

w 入力端子状態をパソコンへ送る３つの方法。

☆ハードウェアのトリガ要因によって

{モード変更の指示があるまで垂れ流す

{１データのサンプル

☆パソコンから出力端子へデータを設定すれば

{応答として１データのサンプル

動作モードは「サンプルモード」設定による３

グループと「トリガモード」の設定で決定しま

す。動作中には「トリガモード」の変更で同じサ

ンプルモード内の他「トリガモード」へ移行で

き、バーストモードならトリガがクリアされ転送

はいったん停止します。

ことなる「サンプルモード」や「回線データ速

度」を変更するときには完全な再設定をします。

w バースト時の転送速度

トリガ要因によりシングルモードでは1回、バ

ーストモードでは1200bpsまたは117,000bpsで連続

してパソコンに送信します。

☆115.2kBPSより少し早い117kBPSにな

っているのは、連続してデータの送受信

を行うときにパソコンのボーレート誤差

を吸収して取りこぼしが無いようにする

ためです。
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動かせないＮＧH/Hデータ出力の実行PCトリガシングル
(PCTrigSingle)

ＰＣ　　
　　シン
グル

外部トリガ立下がりシ
ングルDTR=HL/HTrigIn端子入力立上り外部トリガ立上りシン

グル(ExtTrigFallSingle)

外部トリガ立上がりシ
ングルDTR=L

入力トリガシングルRTS=L

H/HTrigIn端子入力立下り外部トリガ立下りシン
グル(ExtTrigRiseSingle)

外部トリガ立下がりシ
ングルDTR=HH/LIn0～In7どれかの入力状態入力トリガシングル

(InputTrigSingle)

Input　　
　シング
ル

外部トリガバーストDTR=HH/LIn0～In7どれかの入力状態入力トリガバースト
(InputTrigBurst)

入力トリガバーストDTR=
Ｌ

PCトリガバーストRTS=L

H/HTrigIn端子入力状態遷移外部トリガバースト
(ExtTrigBurst)

外部トリガバーストRTS=HL/Hデータ出力の実行
PCトリガバースト

(PCTrigBurst)

バースト

トリガ要因の変更

トリガ

モード

RTS/DTR

トリガ要因名称サンプル
　モード



q 設定手順

l 接続
外部機器（必要があれば外部電源）を接続し回

線側のコネクタとパソコンのシリアルコネクタを

ストレート・シリアルケーブルで接続します。

☆内部電源を供給せずに外部から入出力端子

とVout に電圧を与えると破損します。

☆外部回路と外部電源を使うときには外部電

源投入と同期してＶｉｎに＋８Ｖ～＋ １５Ｖを

与えてください。

l 初期化と設定

w 設定時の通信、パソコン側の準備

１１５ｋの速度で使うときにも１２００ＢＰＳ

でモード設定が始まります。パソコンのシリアル

ポートを１２００ＢＰＳ、８ビット、パリティ

無、ストップビット１にする

w 内部電源供給とリセット、サンプルモード設定

BREAKを発行して１１ビット時間経過すると初

期化待ちになります。RTS/DTRをセットしBREAK

を停止するとサンプルモードが記憶されます。

w ＢＰＳ速度設定とＧＩＤ－ＤＩＯの確認

１２００ＢＰＳモードは０ＦＨを、１１５ｋモ

ードは０Ｆ０Ｈを、いずれも１２００ＢＰＳで送

信します。ＤＣＤがＬならＧＩＤ－ＤＩＯが無い

ことを意味しています。

通信速度として１１５ｋモードにするのなら、

速度設定データを１２００ＢＰＳで送出した後に

１１５ｋに変更します。このときＲＴＳ／ＤＴＲ

を０に落とさないように注意してください。

w トリガモードの設定と確認

トリガモードとしてRTS/DTRをセットし、出力

端子の初期値を送信すると２バイト時間以内に動

作モードコードの応答があります。

☆動作モードの設定と、動作モードコー

ドの応答が対応していなければ設定が失

敗しています。

l トリガモード の変更
動作中にトリガモードを変更することで同じサ

ンプルモードの別トリガモードへ移行し、バース

ト転送モードであればトリガはクリアされ転送は

停止します。

l リセット
サンプルモードとデータ転送速度の変更は「起

動手順」を実行します。

設定された通信速度でフレームエラー、または

ブレーク信号を検出すれば初期化待ち状態に移行

します。内部的には１０ビット目のストップ信号

が有効でなければ即座に初期化待ちの状態になり

ます。

w タイミングと遷移状態

ＲＴＳ／ＤＴＲを
読みトリガモード
の設定

１０ビット

規定BPS

初期出力

データ

速度の設定
１０ビット

1200BPS

速度データ

(0F/F0H)

ＲＴＳ／ＤＴＲを
読みサンプルモー
ド設定

１ビット

1200BPS
ブレーク終了

初期化待ちになる
１１ビット

規定BPS
ブレーク発生

状態必要時間要因
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33hH/HH/HPCトリガシングルPCシングル

21hL/H外部トリガ立上りシングル

23hH/H外部トリガ立下りシングル

22hH/L

H/L

入力トリガシングル
Input

シングル

12hH/L入力トリガバースト

13hH/H外部トリガバースト

11hL/H

L/H

PCトリガバースト

バースト

動作モードコードトリガモード
RTS/DTR

サンプルモード
RTS/DTR動作モード名サンプルモ

ードの名称



q 入出力端子

l ＩＣの保護
ＧＩＤ－ＤＩＯの入出力端子はＰＩＣ１６Ｆ８

４の内部保護以外の保護はされていません。保護

はユーザーの責任に任されています。

w 外部電源、回路保護の考え方

ＧＩＤ－ＤＩＯの内部回路へはＲＳ２３２Ｃか

ら電源が作られます。パソコンに接続して初期化

が終わっていない段階で、入出力端子に外部回路

を接続し外部回路に電源が供給されると外部から

ＧＩＤ－ＤＩＯに電流が流れ込みます。

この結果ＧＩＤ－ＤＩＯ内で５Ｖを作っている

レギュレータは入力電圧が無いのに出力電圧があ

る状態になり、レギュレータが壊れたり、外部か

ら端子に流れ込む電流でＩＣが壊れたりします。

これを防ぐために、外部電源を使うときはVin端

子に+８V～+１５Vの外部電源を接続します。

回路保護は通常起き得るありとあらゆる場合を

考えてください。他の参考回路をそのまま引き移

してよしとするのでは駄目ですよ。しっかりした

回路はずべての部品にちゃんとした存在理由があ

るのです。
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S81350+5Vの電圧を出力します。　Vout

74HC14RxDの負論理を出力します。RxD_Out

PIC16F84
PORTA + 1kΩ1200bpsまたは115kのシリアルデータを出力します。Tx

PIC16F84
PORTA + 1kΩ

内蔵マイコンの起動確認に使用します。
正常動作中は常にＨレベルを出力します。DCD

74HC14TrigIn入力の負論理を出力します。PCトリガモード、入力トリガモードでは
１ビットのデジタル入力として自由に使用することができます。CTS

74HC14

DTR入力の負論理を出力します。
PCトリガシングルモードでは、RTSと同時にLレベルにしなければ自由に使
用することができます。短時間（パソコンDTR出力の電流容量に依存）であ
ればRTSと同時にＬレベルにすることがで、外部電源を使用することで自由
に使用することができます。

DTR_Out

74HC14

RTS入力の負論理を出力します。
PCトリガシングルモードでは、DTRと同時にLレベルにしなければ自由に使
用することができます。短時間（パソコンRTS出力の電流容量に依存）であ
ればDTRと同時にＬレベルにすることができ、外部電源を使用することで自
由に使用することができます。

RTS_Out

PIC16F84
PORTA

デジタル出力の実行の直後にローアクティブのパルスをCMOSレベルで出力
します。
STRB信号はD/Aコンバータなどの制御に使用することができます。

STRB_Out

PIC16F84
PORTB PullUp

1200bpsまたは115kbpsでパソコンから転送された8ビットシリアルデータを
デジタル出力端子にCMOSレベルで出力します。シリアルデータのLSBが
Out0、MSBがOut7に対応しています。

Out0～Out7

内部接続ピン機能名称

出力端子

+８V～+１５Vの外部電源を接続します。Vin

33kΩ + 74HC141200bpsまたは115kのシリアルデータとBREAKの受信、外部電源不使用時の
電源入力端子として使用します。RxD

33kΩ + 74HC14動作設定と外部電源不使用時の電源入力端子として使用します。
負論理がDTR_Out端子に出力されます。DTR

33kΩ + 74HC14動作設定と外部電源不使用時の電源入力端子として使用します。
負論理がRTS_Out端子に出力されます。RTS

74HC14外部トリガ入力端子で、外部トリガモードで使用します。
負論理がCTS端子に出力されます。Trigin

PIC16F84

PORTB

約20kΩでプルアップされた８ビットのCOMSレベルデジタル入力端子で、
トリガの発生により入力状態を８ビットシリアルデータとして1200bpsまた
は115kbpsでパソコンに送信します。

In0～In7

内部接続ピン機能名称

入力端子



q 電気的特性

l 最大絶対定格
動作温度範囲　-30～+80℃

保存温度範囲　-40～+125℃

電源電圧　＋6V～15.0Ｖ

8ビットデジタル入力端子の最大出力シンク電流　25mA

8ビットデジタル出力端子の最大出力ソース電流　20mA

8ビットデジタル入力端子全体の最大総合シンク電流　150mA

8ビットデジタル出力端子全体の最大総合ソース電流　80mA

RTS_Out,DTR_Out,RxD_Out,CTS_Outの最大総合シンク電流　25mA

RTS_Out,DTR_Out,RxD_Out,CTS_Outの最大総合ソース電流　25mA

全出力の総合ソース電流　80mA

q DC特性

w 消費電流

消費電流　Typ. 6mA　　　ただし全入出力のソース電流、シンク電流を除く

w 8 ビットデジタル入力特性

電圧範囲（Lレベル）0～0.2V

電圧範囲（Hレベル）2.0～5V

平均入力容量　5pF

プルアップ電流　50～400μA　typ.250μA

w 8 ビットデジタル出力， DCD_Out,TxD 出力特性

電圧範囲（Lレベル）0～0.6V

電圧範囲（Hレベル）4.3～5V

w RTS,DTR,RxD,TrigIn 入力特性

電圧範囲（Lレベル）0～2.0V

電圧範囲（Hレベル）2.3～5V

ヒステリシス電圧　0.6～1.4V

平均入力容量　5pF

※外部電源を使用しない場合のＲＴＳ，ＤＴＲのＨレベル入力範囲は６Ｖ～１５Ｖになります。

w RTS_Out,DTR_Out,RxD_Out,CTS 出力特性

電圧範囲（Lレベル）0～0.26V（-4mA出力時）

電圧範囲（Hレベル）4.18～5V（4mA出力時）

w Vin 入力特性

電圧範囲　6～15V

w Vout 出力特性

電圧範囲　4.88V～5.12V (5V±2.4%）
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q AC特性

1200bps
115kbps

834.5
7.73

受信データ　ストップビット検査時間RxStop

1200bps
115kbps

833.5
8.54

受信データ　データビット検査時間RxData

1200bps
115kbps

832.7
8.14

受信データ　データビット0検査時間RxData0

1200bps
115kbps

418.8
5.698

417.1
4.07

受信データ　スタートビット検査時間RxStart

TBD送信データ　立上り・立下り時間TxRF

833.13
8.55送信データ　ストップビット時間TxStop

833.13
8.55送信データ　1ビット時間TxData 1200bps

115kbps

μs

833.13
8.55送信データ　スタートビット時間TxStart

UnitsMaxTypMin名称記号
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送信タイミング

受信タイミング

LSB MSB

1 2 3 4 5 6 7 STOPSTART 0

LSB MSB

1 2 3 4 5 6 7 STOPSTART 0TxD

RxD

TxStart TxStop

TxData

TxRF

RxStart

RxStop

RxRF

RxData RxData RxData RxData RxData RxData RxData

TxData TxData TxData TxData TxData TxData TxData

NEXT
Data

NEXT
Data

RxData0



STRB PULSE

STRB TOGGLE

STRBタイミング

StrbpLH

StrbpHL

RxD

STOP BIT

NEXT DATA

StrbTgl

OutTime

Out0～7

μs1.63Out0～7　出力遷移時間OutTime

μs2.85STRBパルス　立上り時間StrbpLH

μs2.04STRBパルス　立下り時間StrbpHL

μs0.82STRBトグル　遷移時間StrbpTgl

UnitsMaxTypMin名称記号

w STRB TOGGLE 信号は標準では外部に出力していません。この信号は PIC-0 の18 番ピンと PIC-1 の18 番ピン
から取り出すことができます。
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START BIT

TxD

In0～7サンプル

START BIT

TrigToTx

トリガ要因

BurstTx

STRB_T,TrigIn,In0～7

TrgToSample
NextTrig

タイミング

1200

115ｋ

831

3.26
入力トリガ

1200

115ｋ

834

6.51
外部トリガ

1200

115ｋ

820

2.85
PCトリガ

シングルモード送信間隔NextTrig

入力トリガ

外部トリガ
1200

115ｋ

833.93

4.07

PCトリガ

バーストモード送信間隔BurstTx

74入力トリガ

4.92.4外部トリガ

6.25.2PCトリガデータ送信開始時間　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　

TrgToTx

3.71.2外部トリガ

μs

3.32.4PCトリガ
サンプル時間TrgToSample

UnitsMaxTypMin名称記号
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l 回線側のコネクタ・ピン 配置
PC側、ＤＢ２５オス

２５

２４

２３

２２

未接続ＮＣ－－

２１

電源、モード設定ＤＴＲ出力２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

未接続ＮＣ－－

９

内部リセットの出力DCＤ入力８

グランドＧＮＤ－－７

予備の入力ＤＳＲ入力６

ＴｒｉｇＩｎの反転出
力ＣＴＳ入力５

電源、モード設定ＲＴＳ出力４

シリアルデータ受信ＲｘＤ入力３

シリアルデータ送信ＴｘＤ出力２

未使用ＮＣ－－１

機能名称方向ピン

l 入出力側のコネクタ・ピン 配置
外部機器側、ＤＢ２５メス

Ｉｎ０２５

Ｉｎ１２４

Ｉｎ２２３

Ｉｎ３２２

Ｉｎ４２１

Ｉｎ５２０

Ｉｎ６１９

８ビットデジタル入
力

Ｉｎ７

入力

１８

未接続ＮＣ－－１７

＋５Ｖ出力Ｖｏｕｔ入力１６

グランドＧＮＤ－－１５

外部電源入力Ｖｉｎ入力１４

Ｏｕｔ０１３

Ｏｕｔ１１２

Ｏｕｔ２１１

Ｏｕｔ３１０

Ｏｕｔ４９

Ｏｕｔ５８

Ｏｕｔ６７

８ビットデジタル出
力

Ｏｕｔ７

出力

６

デジタル出力により
ローアクティブパル
スを出力する

ＳＴＲＢ_Ｐ出力５

外部トリガモードで
使用。ＣＴＳと接
続。

ＴｒｉｇＩ
ｎ入力４

シリアルデータ出力ＲｘＤＯｕ
ｔ出力３

コントロール０ＲＴＳＯｕ
ｔ出力２

コントロール１ＤＴＲＯｕ
ｔ出力１

機能名称方向ピン


